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1.はじめに 

 技術職員の問題として、人材育成、技術継承が取り上げられることが多い。その背景には技術職員の

雇用人数・形態によると考えている。技術職員は各大学等において雇用されている人数が少なく、同様

の技術をもつ職員の不在や退職者の補填で雇用される場合も多く、技術継承ができない、継承する十分

な時間がないという状況がある。そのため、人材育成のシステムができていないことが多く、技術習得

は自己研鑽によることが多い。今回、オンラインを利用して、多大学間で連携し、共同学習をすること

で、一つの大学や研究機関だけでは難しい分析装置について人材育成を可能とした。オンラインを使用

することで、長期に職場を離れる技術習得（研修やクロスアポイントメント等）なしに、金銭的な負担

も少なく、日々、継続的に技術・知識の取得を行うことができる。 

技術人財育成会では新規入職や担当替え等で起こる、これまでの経験や業務とのミスマッチによるモ

チベーションの低下や離職などを回避することができると考えている。技術職員のリカレント、リスキ

リングおよび仲間ができることによる働いやすい環境づくりも行えていると考えている。 

本報告ではオンラインを利用した大学間連携共同学習による人材育成、および技術人財育成会の設立

について報告する。 

 

2.技術人財育成会 

 2021 年 3月に NMR の入門書の輪読によるオンライン勉強会ははじまった。当初は NMRの初級者を中心

とした 4 大学、5 名であった。各機関からの紹介により、年を経るごとに参加者は増え、8 大学 8 名の

参加者となり、今も NMRグループとして継続している。この NMRグループの活動は知識習得に非常に効

果が上がるため、より多くの分析装置や分野へ広げていく方針になった。そこで NMR 輪読会、NMR 勉強

会を経て、2023年 10月に技術人財育成会 NMRグループとして活動をはじめた。2024年 6月からは電子

顕微鏡、質量分析、有機化学の 3テーマを追加し、現在 4テーマ、6グループとなり、参加者延べ 42名

（23大学、3研究機関）で共同学習を行っている。 

 

3. オンラインを利用した大学間連携共同学習 

 技術人財育成会の人材育成の中心としている学習法は週 1回 1時間のテキストの輪読である。輪読と

は、複数人が一緒になって、同じ本や資料を順番に読み進め、それぞれの理解や解釈を共有し合う学習

方法である。各自が予習をして当番が内容を説明し、その後で質疑応答や議論を行う。輪読は、単に読



むだけでなく、多角的な視点からテキストを理解するのに役立ち、コミュニケーション能力の向上や学

習へのモチベーション向上にも繋がる学習方法である。 

学習・技術研鑽しなければいけないことはわかっていても、日々の業務に追われ、学習・研鑚できな

いことが多い。技術人財育成会では週 1回 1時間の学習時間をあらかじめ確保し、みんなで助け合って

行うことよる学習モチベーション維持により、継続的な学習が可能になっている。 

 

4.分析装置リモート操作機器の活用 

NMR グループでは先行して共同学習を始めており、テキストの輪読だけでなく、測定演習、構造解析

演習も行っている。特に測定演習においては、各大学の NMR装置に遠隔操作リモート操作機器を設置し、

遠隔操作を行えるようにした。ウェブ会議アプリケーションで NMRのリモート操作を画面共有し、参加

者にリモートコントロール権限を付与することで、容易に遠隔操作システムができる。マニュアルや講

習会で学んだ内容を一人で測定することに不安があっても、遠隔操作システムを利用して、お互いに技

術・知識を共有することにより、測定可能となる。自分の大学で普段使用している装置を共有すること

で、実状に合った測定演習を行うことができる。自分の装置での操作を実際に目にすることで理解がよ

り深まる。また、教員、研究者などから、文献のような測定ができないかと問い合わせがあった場合で

も、共同で考え、実現可能となっている。 

 

5.おわりに 

 技術人財育成会の設立により、より多くの方々、より多くの分野に学習機会を与えることができた。 

オンライン共同学習は、技術習得が促進し、学習に対するモチベーションの維持できる。また、相談し

合える仲間と出会え、仲間との意見交換、議論から、新たな気づきを得られる。技術人財育成会は技術

職員の雇用と教育の問題を解決し、組織の生産性と効率を向上させることができる可能性がある。また、

このシステムは、技術職員が一人で働くことが多い現状を改善し、技術の共有を促進する。これにより、

技術職員の働き方が改善され、組織全体の技術力が向上できる。 
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